
交流会では女性農業者が司会進行を担い、参加者と講師の方々が車座

となって、現在抱えている課題、これから取り組んでみたいことなどを発表・

提案するなど全員で活発な議論が展開されました 。

今回の交流会を機にさらなる女性農業者同士のつながり

やネットワークづくりなど女性農業者自身の取組の活性化

や、兵庫から「農」の魅力発信が進むことが期待されます。
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(青山 浩子氏)

兵庫農業女子会を開催しました。

８月４日(木)、南あわじ市の吉備国際大学（農学部）「南あわじ志知キャンパス」において、兵庫県内の

女性農業者が集まり交流を深めました。（主催：南あわじ市、近畿農政局兵庫県拠点）

HYOGO農業女子Book
を作成し配布しました

本女子会は3 部形式で開催され、第1部は新潟食料農業大学准教授

青山浩子氏による「女性が輝く社会」と題した講演。 第2 部は農業者の

経営力向上につながるようマーケット（事業者）からのプレゼンテーション。

第3部は兵庫県における女性農業者への支援策とともに「経営のステップ

アップ、課題解決のために」をテーマとした交流会を行いました。

◇募集期間
令和4年8月3日（水）～ 令和4年10月3日（月）

「ノウフク・アワード2022」の募集について

農林水産省は、農福連携に取り組んでいる優れた事例をノウフク・アワードとして表彰し、
他地域への普及を推進しています。
新たに優良事例を選定する「ノウフク・アワード2022」の募集をします。

応募方法など詳しくは
https://www.maff.go.jp/j/press/nousin/kouryu/220802.html

-みんなで耕そう！人・地域・未来の豊かな循環-

また、会場では機能性を持った女性用作業服や、ドローン・

アシストスーツなどスマート農業機器の展示も行われ、

参加者の注目を集めていました。

講演をする青山浩子氏

女性用作業着等の展示



就農当初、順調に育っていた露地トマトがゲリラ豪雨で全滅した経験から、少品目だとリスクが高くなるため、多品目の
栽培をし始め、現在は30ａの畑で約400品目を栽培しています。世界各地の個性的な野菜を、独自の栽培方法で
ミニサイズに仕立てています。

せっかく栽培するならば、顧客の健康を第一に考え、土づくりにこだわり、農薬、化学肥料を使用せず有機栽培に取り
組みました。周囲からは「難しいからやめた方がいい」と言われましたが「みんながやりづらいことをあえてやってやろう」と逆
にやる気がでて、他との差別化を図るという意味でも、独自の路線を築いてきました。

〈Farmer’ｓ Yard    鈴木 広史さん・彩さん〉

神戸市北区で農薬、化学肥料を使用せず有機栽培にて野菜を生産し、その野菜を使って“ベジタブルアレンジメント”

を製作、販売している、鈴木広史さん、彩さんにお話を伺いました。

～オーガニック野菜で日常に華やかな感動を～

－就農したきっかけは？－

－野菜ブーケなどベジタブルアレンジメントを始められたきっかけは－

－どのような農業をされていますか－

ベジタブルアレンジメント(BOXタイプとブーケタイプ)

大学生の時、ホームセンターでのアルバイトで植物に興味をもち、そのまま就職。
園芸部門を担当し、農家さんと知り合いになり、農業はおもしろい、と感じました。

その後、就農につながる様々な体験をしようと考え、造園業や花屋さんで約10年
働き、2011年姫路市夢前町で就農しました。その後2021年春から、心機一転、
神戸市北区に移住しました。

－今後について－

姫路から神戸に移住したことで販路も変わりました。以前は飲食店を中心に野菜を
卸していましたが、今は、Webを通じたギフトとしての野菜ブーケの販売が９割以上
を占めており、全都道府県の顧客からの依頼を達成しました。

海外へ送ることは困難ですが、海外から日本に住んでいる方へプレゼントするための
注文が数件あったことを受け、全世界からの受注を目標にしています。

また、アートとしての野菜の価値を高める取組を進め、野菜の可能性を広げたいとも
思っています。具体的には、仏ルーブル美術館に自分達が育てた野菜を飾ってもらう
のが夢で、そのためにも入賞をめざし毎年、アート展に応募しています。

生野菜だけでは難しいですが、長期間保存できる麦や綿などドライ素材を増やして、
季節や展示期間に応じた作品づくりにチャレンジしていきたいです。

姫路で所属していた若手農業者グループの仲間から、農業イベントで渡
す花束の代わりに「ミニ野菜でブーケを作ってみたら」と思いつきで言われた
ことが始めたきっかけです。

花屋での経験を活かしやってみたところ好評を得て、今ではギフト的なも
のは誕生日や開店祝いなど、特別な時にご要望をいただいております。

旬の野菜をテーマにしており全て食べられるため、発送時には品目や栄養
価、レシピ等を記載した野菜カルテやミニオリーブオイルも同梱しています。

InstagramなどSNSを活用し
積極的に情報発信を行っています

本ツアーでは、1泊2日で但馬地域を巡り、但馬地域内外から就農された若手

農業者の生の声を聴いたり、市町個別ブースで営農や定住に向けた各種相談

(住居、教育施設、医療施設、自治会活動等)を予定しています。

但馬の農業や地域の魅力を身近に感じていただき就農後の姿を具体的に描いてみませんか

【問い合せ】 豊岡農林水産振興事務所農政振興課

担当：加藤 TEL:0796-26-3697

実施年月日：令和４年10月28日(金)～29日（土）1泊2日

ツアー内容・応募方法等詳しくは
https://www.hyogo-shunou.jp/event_10.html

tel:0796-26-3697


（岡晃弘組合長の話）集落で対策を始めてから被害が目に見える形
で減少している。全営農組合員が協力して獣害対策を行うことで、
営農組合員の団結力が強まった。

畑第一営農組合は集落外周全体を囲う侵入防護柵を整備しているにも関わらず、シカ、

イノシシによる農作物被害が多発

しており柵管理意欲も低下。

野生鳥獣害から地域を守る
大切に育てた農作物や長い時間をかけて育まれた豊かな森林が、野生鳥獣に食べられてしまうなどの

被害が日本各地で発生しています。

野生鳥獣による農作物被害額は、減少傾向にあるものの、ここ数年は横ばいが続いており、令和2年度の被害額は

約161億円になります。そのうちシカとイノシシによる被害額が6割を占めています。また、物理的な被害だけでなく、

営農意欲の減退や離農にもつながるなど大きな影響を及ぼしています。

農作物被害の現状

affより

産官学が連携し支援を進め被害軽減（加西市畑第一営農組合の取組）

-兵庫県内の対策事例のご紹介-

加西市畑町

・兵庫県
・兵庫県立大学
・鳥獣防止機器製造メーカー

等

【対策チーム】

令和2年10月「住民主体の獣害
対策モデル集落」と位置付けられる

・住民らを集めてワークショップを開催し、獣害対策に詳しい専門員らが、他地域の成功

事例も交えながら、既存の侵入防護柵の管理と集落内での捕獲の必要性を指導。

・侵入防護柵の下部に電気線を敷設する「メッシュ碍子（がいし）」とICTを活用した電気柵電圧管理システム

「スマート電気柵」（スマートフォンによる電気柵電圧監視システム）を設置する実証実験を実施。

◇対策の主な内容

・集落内に捕獲従事者が居なかったことから、3名がわなの免許を新たに取得。箱わなを設置し

組合員が交代で餌やりや見回りを実施。捕獲技術の指導は狩猟免許を所持している市職員が

アドバイスを行い、狩猟の知識不足を補う。

◇対策後の住民の意識の変化

これらの取り組みの結果、農業被害額は大幅に減少した。

（水稲被害額：令和2年度 2,518千円→令和3年度1,540千円。令和４年度は現時点で被害なし。)

研修会の様子

・集落の総合的な支援には、定期的な集落訪問や技術指導を行った市職員

の果たした役割が大きい。獣害対策に自治体職員の役割が重要であること

を示す好例と言える。

（住民の声）侵入防護柵の効果は低く、対策の
打ちようが無い・・・。

こちらの詳しい内容は、兵庫県拠点ホームページの「鳥獣被害対策取組事例」に掲載しております。

https://www.maff.go.jp/kinki/tiiki/hyogo/jirei/tyoujyugaitaisaku/tyoujyugai.htmlぜひ、ご参照ください。

アドバイス

市役所

8月31日は、野菜「8（ヤ）3（サ）1（イ）」の日です

・加西市

農作物被害の推移
野生鳥獣による農作物被害(令和2年度)

詳しくは「野菜を食べようプロジェクト」ホームページをご覧ください。
http://www.maff.go.jp/j/seisan/ryutu/yasai/2ibent.html

野菜は、ビタミン、ミネラル、食物繊維等が豊富に含まれ、私たちにとって重要な食べ物です。

農林水産省は、SNSやホームページを通じて消費者にお手頃価格で購入できる野菜に

ついて情報提供し、 お手頃野菜の消費拡大を促します。



as

農政に関するご相談､事業や制度へのご意見･ご質問などがございましたら､お気軽に地方参事官
ホットラインまでお問い合わせ下さい｡また、広報誌に対するご意見等もお待ちしています。

TEL：078-331-5924 FAX：078-331-51772022.8

地 方 参 事 官 ホ ッ ト ラ イ ン

編集後記

カメムシは１年おきに発生数が増えたり減ったりする傾向があるという。今年は数が多い「表年」。

水稲経営者は、しっかりと農薬を散布し対策しようとすると思うが、先日我が集落１番の水稲経営者に
話を聞くと、暑い夏場の農薬散布はせず、カメムシによる斑点米は色彩選別機で取り除く、とのこと。

茹るような暑さも経営費も抑えて涼しい顔。みどりの食料システム戦略では、農薬使用量の50％

低減が目標のひとつですが、参考にしたい貴重なお話が聞けました。（Y・T）

正しい理解に基づいて環境に配慮した農産物を選んでいただけるよう、
有機食品の表示制度などについてご紹介します。

応募方法など詳しくは
https://www.maff.go.jp/kinki/press/syouhi/seikatu/220805.html

Zoomによるオンライン配信

「アグリミュージアムNADA」（南あわじ市）-自然に囲まれた元学校を舞台に様々な体験を-

「アグリミュージアムNADA」は、旧灘小学校跡地を利用した農業・美食・体験を

テーマにした宿泊施設です。

校庭のハウスで栽培する“ミニトマト”を収穫し、地域の食材と一緒に調理したり、

リノベーションした教室で食事を楽しむことが可能です。

また、トレッキング、サイクリング、海水浴など海や山の自然を活かした様々な自然

体験が可能です。

校庭のハウスで栽培した
ミニトマト

宿泊施設にリノベーションした
教室（沼島も見えます）

各種研修受け入れ

廃校を利用し農業体験等ができる施設が増えています

少子化に伴い廃校が増加している近年、その活用方法が課題となっています。

兵庫県内でも廃校をリノベーションし、地域活性プロジェクトなどに活用する事例が

増えています。

その中の一つ、南あわじ市の事例をご紹介します。

農業6次産業化プロジェクト

農業・美食・体験・宿泊施設 アグリミュージアムNADA
・所在地：南あわじ市灘山本313 ・電話：0799-33-0999   ・HP：https://am-nada.lovepop.jp/ 

兵庫の の風景
神戸ワイナリー（農業公園）

8月中旬から順次収穫が始まり、
10月29日～30日に“新酒祭り”
が開催される予定です。


